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納所小学校で行われた唐津焼体験教室には、全学年
の児童85人が参加。講師のアドバイスを受けなが
ら、土で焼き物の形を作りました。

●唐津市ホームページ  http://www.city.karatsu.lg.jp

●男  58,374人（ -6人）
●女  65,618人（-52人）
●世帯数  50,470世帯（+27世帯）

人口 （９月１日現在）

123,992人 （前月比－58人）
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唐津コスメティック構想
～国際的美容・健康産業の集積を目指して～

産学官が連携して取り組むコスメ構想
　唐津市と玄海町を中心とする佐賀県、ひいては北部九州に美容・健康産業の集積地
をつくる「唐津コスメティック構想」。
　その実現のため、佐賀県、唐津市、玄海町、民間企業、大学などが連携し、産学官連携
組織「ジャパン・コスメティックセンター（JCC）」を平成25年11月に設立。地域資源
を生かした経済活動の活性化と、雇用の創出を目指した取り組みを進めています。
JCCは、発足当初、正会員（民間企業）４社と支援会員（行政、大学など）10団体で構成
していましたが、平成29年（９月１日現在）には、正会員数186社、支援会員数20団体

（うち10大学）の参画を得て取り組みを進めています。今後成長が見込まれるアジア
市場への近接性を生かし、国際的な産業の集積地を目指していきます。

問 コスメティック産業推進室 （☎５３－７１４８）

JCC 

地元の農林水産業との連携 

：JCCだからできる取り組みで、唐津・玄海地域に産業の
　集積地をつくり、産業の集積によって、ビジネスサイクル
　を作り続けたい

 

海外化粧品
団体との
連携

 

関連企業
の参画

 
大学連携による研究開発 

国際取引
の拡大

 

地域資源
の活用 

コスメ
環境整備 

関連企業
の誘致

 
 

産業の 
集積 

仕事の創出

ビジネスの集積 

ヒト・モノ・カネ・情報
の集積（経営資源） 

新しい価値 

イノベーション

ビジネスサイクル

唐津コスメティック構想で目指す姿

海外での展示会の様子 化粧水づくり体験（Hana Marche）

ミカン花
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地域商社㈱Karatsu Style（カラツスタイル）設立～地域で生まれた商品を国内外へ～
　今年４月に地域商社として設立された㈱Karatsu Styleは、地域の
素材を活用した商品開発、地産素材を使った商品の販路拡大など、美
と健康をテーマに地域経済の活性化に貢献することを目指しています。
　まず、地元企業が開発した地産の白いきくらげを素材としたせっ
けんは、㈱Karatsu Styleの取り組みにより、今年６月から韓国での
販売が始まりました。また、県内産の産品を使った健康食品として企
画された酢を使ったドリンクは、唐津産の柑橘「げんこう」が使われ
ており、全国的に販売されています。他にも地産素材を使った商品開
発が進んでいます。

▲全国で販売されているドリンク

国内での展示会の様子

椿の実

原料サンプル

花摘み体験

―
唐
津・玄
海
地
域
の
農
水
産
物
が
化
粧
品
の
原
料
に
―

― 
地
元
の
原
料
を
Ｐ
Ｒ 

―

　
今
年
５
月
末
か
ら
６
月
初
旬
に
横
浜
で

開
催
さ
れ
た
化
粧
品
産
業
技
術
展（C

ITE 
JA

PA
N

 2017
）
に
お
い
て
、白
イ
チ
ゴ

や
椿
油
、ト
ウ
キ
な
ど
を
始
め
唐
津・玄
海

産
の
植
物
を
使
っ
た
化
粧
品
原
料
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

化
粧
品
の
原
料
に
つ
い
て
は
、安
全
性

や
機
能
性
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、

そ
の
地
域
で
採
れ
る
特
徴
的
な
も
の
や
ス

ト
ー
リ
ー
性
な
ど
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
化
粧
品
産
業
技
術
展
で
は
顔
の
見
え
る

生
産
者
と
い
う
観
点
か
ら
も
原
料
に
つ
い

て
紹
介
し
、Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。

訪
れ
た
企
業
か
ら

は
、高
い
関
心
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

― 

利
用
し
て
い
な
い
部
位
も
化
粧
品

お
よ
び
健
康
食
品
の
原
料
に
し
た
い 

―

　
植
物
の
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
だ

け
で
な
く
葉
や
茎
、皮
、根
な
ど
の
利
用
し

て
い
な
い
部
位
も
化
粧
品
な
ど
の
原
料
に

で
き
な
い
か
と
、新
た
な
素
材
を
求
め
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
ま
で
利

用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、化
粧
品

や
健
康
食
品
の
原
料
と
な
る
こ
と
で
新
た

な
価
値
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、こ
の
地
域
の
特
産
、当
た
り
前
に
生

え
て
い
る
植
物
な
ど
が
新
た
に
化
粧
品
な

ど
の
原
料
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

加
唐
島
の
椿
か
ら
採
れ
る
椿
油
は
、大

変
質
が
良
く
、化
粧
品
原
料
と
し
て
取
り

引
き
さ
れ
、化
粧
品
に
配
合
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｃ
に
は
佐
賀
大
学
を
始
め
と
し

て
、支
援
大
学
が
加
入
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、今
後
も
可
能
性
の
あ
る
植
物
な
ど
の

探
索
や
研
究
な
ど
に
つ
い
て
、連
携
し
て

取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

― 

耕
作
放
棄
地
を
利
活
用

ミ
カ
ン
花
が
化
粧
品
の
原
料
に 

―

　
耕
作
放
棄
地
は
全
国
的
な
課
題
の
ひ
と

つ
で
す
が
、Ｊ
Ｃ
Ｃ
で
は
耕
作
放
棄
地
を

活
用
し
、化
粧
品
な
ど
の
原
料
を
作
る
取

り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。耕
作
放
棄
地

の
植
物
は
手
を
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

で
、自
然
の
ま
ま
の
状
態
と
な
り
、化
粧
品

の
原
料
に
適
し
た
も
の
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、耕
作
放
棄
地（
浜
玉
）を
活
用

し
、ミ
カ
ン
の
花
か
ら
抽
出
し
た
温
州
ミ

カ
ン
花
水
を
化
粧
品
原
料
と
し
て
配
合
し

た
商
品
が
全
国
的
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
は
元
々
、長
年
に
わ
た
り

耕
作
さ
れ
て
き
た
土
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
、日
当
た
り
が
い
い
場
所
に
あ
る
こ
と

が
多
く
、有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、新
た

に
価
値
の
あ
る
も
の
を
生
み
出
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ス
メ
に
関
す
る
取
り
組
み
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、今
年
4
月
に
は
地
域
の
人

に
呼
び
か
け
て
、花
摘
み
や
化
粧
水
づ
く

り
体
験
な
ど
の
コ
ス
メ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト

（H
ana M

arche

）を
開
催
し
ま
し
た
。

白イチゴ

ジャパンメイド・ビューティアワード（※）
優秀賞（インナービューティ部門）受賞

（※）ジャパンメイド・ビューティアワードについては、４ページの左下参照
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地元の原料を使った化粧品の　商品開発がすすんでいます
佐賀大学が農家と開発した国産初のグレー
プフルーツ「さがんルビー」を使った化粧品
が全国で発売

地元企業が自社で食用として生産している
白いきくらげを使ったせっけんを開発し発売

唐津・玄海産の耕作放棄地から生産された
温州ミカンの花を使って開発した化粧品が
全国で発売

唐津産のホーリーバジルのエキスが配合
されたボディケアラインが全国で発売

唐
津
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
の
前
進

― 

企
業
の
進
出 

―

　

コ
ス
メ
関
連
商
品
の
製
造
や
輸
出
入
な

ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、新
た
に
化

粧
品
産
業
へ
の
参
入
を
始
め
た
企
業
、６
次

産
業
化
（
農
水
産
物
の
生
産
者
が
そ
の
産
物

を
使
っ
た
加
工
製
品
の
製
造
や
販
売
、サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
行
う
こ
と
）
を
始
め
た
企
業
、ま

た
、起
業
し
た
人
な
ど
、市
内
に
お
い
て
も
コ

ス
メ
関
連
の
産
業
に
進
出
す
る
動
き
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

― 

海
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
す 

―

　
Ｊ
Ｃ
Ｃ
が
提
携
し
て
い
る
海
外
化
粧
品
団

体
（
フ
ラ
ン
ス
、イ
タ
リ
ア
、ス
ペ
イ
ン
、台

湾
、タ
イ
）
と
の
商
談
会
や
、海
外
の
展
示
会

な
ど
に
地
元
企
業
も
参
加
し
て
い
ま
す
。新

規
投
資
に
関
す
る
こ
と
や
、業
務
提
携
の
話

な
ど
も
行
わ
れ
、ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
広

げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、海
外
企
業
の
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
拠

点
や
、製
造
の
拠
点
と
し
て
の
工
場
な
ど
を

誘
致
す
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

― 

コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
に
藻
類
関
係
を

生
か
し
て
い
く
取
り
組
み
を
開
始 

―

　
唐
津
市
の
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
と
同
様

に
、佐
賀
市
を
中
心
と
し
て
藻
類
な
ど
を
活

用
し
た
取
り
組
み
が
県
内
で
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

藻
類
か
ら
抽
出
さ
れ
る
成
分
が
、美
容
や

健
康
に
良
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、コ

ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
に
も
藻
類
は
広
く
使
わ

れ
始
め
て
い
ま
す
。

　
相
乗
効
果
を
期
待
し
て
、8
月
23
日
に
佐

賀
県
、唐
津
市
、佐
賀
市
、玄
海
町
の
四
者
で

「
美
と
健
康
」
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。今
後
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

ジャパンメイド・
ビューティアワード（※）
審査員賞受賞

（コスメティック部門）

(左から)秀島敏行佐賀市長、山口祥義佐賀県知事、
峰達郎唐津市長、岸本英雄玄海町長

（※）「ジャパンメイド・ビューティアワード」とは
　日本の各地の優れた美容健康商材を集め
アワードを決めるイベント。
　アワードの審査員は日本の美容業界に影
響力を持つメンバーで構成され、「最も仕入
れたいアイテム」「地域の魅力を発揮してい
る」を基準に審査されます。
　唐津産の原料を使った３商品が「第3回
ジャパンメイド・ビューティアワード」で賞
を受賞しました。
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地元の原料を使った化粧品の　商品開発がすすんでいます
地元企業が唐津産のトマトと酒

さけ

粕
かす

を使った男性
用のオールインワンクリームを商品開発し発売

地元企業が加唐島産の椿油を使った
せっけんを商品開発し発売

オリーブの生産をしている地元企業が唐津産
オリーブを使った化粧品などを商品開発し発売

地元企業が地元豆腐店の豆乳を使った
せっけんを商品開発し発売

「
せ
っ
け
ん
」で
地
域
を
元
気
に

　
　
　

(

株)

バ
ー
ズ・プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

代
表
取
締
役　
松ま

つ

尾お  

聡あ
き

子こ 

さ
ん

進
出
企
業
の
動
き

①岩瀬コスファ株式会社
　国内大手化粧品原料商社である岩瀬コスファ
㈱（本社・大阪）が化粧品原
材料の保管・小分け作業を
行う物流倉庫を今年６月
に浜崎に建設しました。

②Cosme de Marisol（コスメ デ マリソル）
　Cosme de Marisol は市内において起業
され、呉服町の店舗で
は好みの香りを使っ
たせっけんづくりな
どの体験もできます。

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
美
容
ア
イ
テ
ム
を
表
彰
す

る
「
ジ
ャ
パ
ン
メ
イ
ド・ビ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ワ
ー
ド
」
で
、

弊
社
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
加
唐
島
の
椿
油
を
高
配
合

（
35
％
配
合
）さ
せ
た
化
粧
せ
っ
け
ん
が
優
秀
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
！

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
モ
ノ
づ
く
り
、呼
子
町
出
身

と
し
て
、地
域
の
看
板
商
品
を
作
る
べ
く
、上
場
の
資
源

を
使
っ
た
全
国
に
通
用
す
る
モ
ノ
づ
く
り
を
！
と
立
ち

上
げ
た
コ
ス
メ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。開
発
か
ら
商
品
化
ま

で
た
く
さ
ん
の
方
々
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、た
く
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
、鎮
西
町
に
あ
る
窯
元
と
の
コ
ラ
ボ
で
、唐
津
焼

の
「
ソ
ー
プ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
（
せ
っ
け
ん
皿
）」
を
製
作
し

て
い
ま
す
。ま
た
、加
唐
島
の「
椿
油
」を
使
っ
た
新
た
な

モ
ノ
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

化
粧
せ
っ
け
ん
を
生
産
す
る
こ
と
で
、使
用
さ
れ
た

方
の
お
肌
が
キ
レ
イ
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
想
い
に

加
え
、加
唐
島
の「
椿
油
」は
も
ち
ろ
ん
、唐
津
の
美
し
い

自
然
、豊
か
な
農
村
漁
村
、魅
力
あ
る
食
文
化
を
最
大
限

に
生
か
し
、新
た
な
魅
力
を
コ
ス
メ
の
分
野
で
県
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

　

地
域
が
活
性
化

し
、地
域
住
民
が

い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
こ
と
が
私

の
願
い
で
す
。

ジャパンメイド・
ビューティアワード（※）
優秀賞受賞

（コスメティック部門）
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相知
九大生と行う夏休みの自由研究inアザメの瀬

肥前
高串保育所で夕涼み会

唐津
鳴
な る

戸
と

部屋がやって来る！元大関琴
こ と

欧
お う

洲
しゅう

の鳴戸親方が市長を表敬訪問

　相知町佐里地区のアザメの瀬で、夏休み自然
環境教室が開催されました。
　この教室は、国土交通省武雄河川事務所、
NPO法人アザメの会および九州大学の共催で、
小学生以上を対象に、アザメの瀬の自然環境に
ついて学習してもらうために毎年開催されてい
ます。今年は、市内外から約30人が参加しまし
た。
　子どもたちは思い思いに水路や田んぼに入り、
九大生の指導を受けながら、小魚や川エビ、ザ
リガニ、オタマジャクシなどを取って生き物の
調査を行いました。
　また、前日からの宿泊イベントとして、川流
れ体験や地元佐里地区の住民とバーベキューで
交流したり、夜に
はライトトラップ
を使った昆虫採集
を行うなど、参加
者は夏休みの楽し
い時間を過ごしま
した。

（８月５日、６日）

　肥前町の高串保育所で、園児23人のほか、
保護者や祖父母、兄弟など51人が参加し、に
ぎやかな夕涼み会が開催されました。
　夕涼み会は、園児たちの盆踊りから始まり、
保護者の皆さんは、浴衣や甚

じん

平
べい

で踊るかわい
らしい姿を、目を細めて笑顔で見守りました。
　盆踊りの後は、園児たちが野菜を洗うなど
お手伝いをしてできたカレーを、全員で食べ

「おいしいねぇ」と顔を見合わせていました。
　また、会場には、本物の夏祭りさながらに、
綿菓子、お菓子のつかみ取りなどの手作りの
ミニ夜店が用意され、特にヨーヨー釣りでは、
ヨーヨーの動きに一喜一憂する子どもたちの
元気な声が響いていました。� （８月４日）

　大相撲九州場所の宿舎設営視察のため、唐津市を訪れていた元
大関琴欧洲の鳴戸親方や元

もと

田
だ

修
しゅう

平
へい

後援会会長など5人が市役所を訪
れ、市長を表敬訪問しました。
　鳴戸親方たちは、11月に福岡市で開催される九州場所の宿舎設
営場所を検討していて、今回宿舎となる公民館や相撲場を視察した
結果、唐津市に宿舎を構えることに決め、市長に報告とあいさつに
訪れました。
　唐津市に力士の宿舎ができるのは今回が初めてで、鳴戸親方は「九
州場所の期間中、地元の小学生や中学生・高校生の選手と一緒に稽
古したい」と話していました。
　鳴戸部屋の力士は、10月下旬から浜玉町の浜会館で宿泊を始め、
近くの浜玉相撲場で稽古するということです。� （9月1日）
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８
月
27
日（
日
曜
日
）、鎮
西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン
会
場
に
、第
34
回

唐
松
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
夏
季
⼤
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、監
督
の
酒さ

か

井い

政ま
さ

宏ひ
ろ

さ
ん
、コ
ー
チ
の
三み

宅や
け

敦つ
と
むさ
ん
、マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
坂さ

か

本も
と

和か
ず

昭あ
き

さ
ん
た
ち
が
率
い
る
11
人
の
名
護
屋
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
選
⼿
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

名
護
屋
ジ
ュ
ニ
ア
の
選
⼿
た
ち
は
、小
柄
で
華き

ゃ

奢し
ゃ

で
し
た
が
、サ
ー
ブ
や
ア

タ
ッ
ク
は
力
強
く
、白
熱
し
た

戦
い
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
横
断
幕
に
も
あ
る
よ
う
に
、

「
ま
く
ん
も
ん
か
」
と
い
う
気

持
ち
で
、ど
ん
な
ボ
ー
ル
に
も

粘
り
強
く
食
い
下
が
っ
て
打

ち
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

名
護
屋
ジ
ュ
ニ
ア
の
メ
ン
バ
ー
は
、６
年
生
１

人
、５
年
生
４
人
、４
年
生
２
人
、３
年
生
２
人
、２

年
生
１
人
、１
年
生
１
人
の
11
人
で
す
。練

習
は
、火
曜
日・水
曜
日・金
曜
日
は
チ
ー
ム

だ
け
で
行
い
、土
曜
日
は
市
内
の
他
の
チ
ー

ム
と
合
同
で
⾏
っ
て
い
ま
す
。練
習
時
間
は

午
後
４
時
か
ら
午
後
７
時
30
分
ま
で
で
す
。

「
練
習
時
間
ま
で
に
学
校
の
宿
題
な
ど
を
済

ま
せ
て
お
き
ま
す
」と
元
気
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

何
を
す
る
に
も
⼀
生
懸
命
に
頑
張
っ
て

い
る
み
ん
な
の
笑
顔
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。

（�

取
材
地
：
鎮
⻄
町
鎮
西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
体
育
館
）

目
指
す
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
!!

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
　
坂
口
　
良
子

厳木
子どもたちのパワー全開！厳木町納涼花火大会

北波多
唐津焼発祥の里で北波多ふれあいの旅

　恒例の第43回厳木町納涼花火大会が開催さ
れました。当日は開始直前まで雨が降り、天候が
心配されました。しかし、その心配を吹き飛ばす
ような厳木ダンススクールの子どもたちの元気
いっぱいのストリートダンスで大会がスタート
しました。
　さらに、唐津港太鼓のチーム「和太鼓竜

りん

童
どう

」の子
どもたちが、夏の夜空に響き渡る力強い太鼓演奏
を披露し、祭り会場を盛り上げていました。
　イベントの目玉である大抽せん会では、多くの
来場者が参加し、くじの番号が読みあげられるた
びに会場がどよめき、大いににぎわいました。
� （８月16日）

　唐津焼の里育成協議会の主催で、福岡都市圏か
らの参加者によるツアーが行われ、参加者は、地
元の皆さんとの交流を楽しみながら北波多を観
光しました。
　参加者は地元で取れた新鮮な野菜の購入や梨
の収穫体験、昼食では郷土料理である志

し

気
げ

の鳥め
しを食するなど、北波多のおいしい魅力を堪能し
ました。
　また、唐津焼の陶芸体験では、窯元の指導のも
とで思い思いの作品をつくりました。
　さまざまな体験を通して、参加者に北波多の魅
力をアピールできるイベントとなりました。

（８月27日）
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郵
便
局
で
証
明
書
の

受
け
取
り
が
可
能
で
す

　

市
内
７
つ
の
郵
便
局
で
、住
民

票
の
写
し
、印
鑑
登
録
証
明
書
、戸

籍
謄
本
（
抄
本
）
な
ど
を
そ
の
場

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
で
き
る
人

◆�
必
要
な
戸
籍・
住
民
票
に
載
っ

て
い
る
人

◆
印
鑑
登
録
し
て
い
る
本
人

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
住
民

票
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

請
求
時
に
必
要
な
も
の

◆
手
数
料（
下
表
参
照
）

◆�

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド（
顔
写
真
付
き
）、

健
康
保
険
証
、介
護
保
険
証
、

年
金
手
帳
、年
金
証
書
な
ど
）

※�

戸
籍
の
請
求
に
は
、顔
写
真
が

つ
い
て
な
い
本
人
確
認
書
類

で
あ
れ
ば
２
点
必
要

◆�

印
鑑
登
録
証（
印
鑑
登
録
証
明

書
を
請
求
す
る
と
き
の
み
）

受
け
取
れ
る
郵
便
局

　

唐
津
鏡
郵
便
局
、山
本
郵
便

申
請
し
ま
せ
ん
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
は
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
載
し
た
書
類
の
提
出

や
、さ
ま
ざ
ま
な
本
人
確
認
の
場

面
で
、顔
写
真
付
き
の
身
分
証
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

申
請
料　
初
回
無
料

　
　
　
　
２
回
目
以
降
は
800
円

申
請
方
法

　

通
知
カ
ー
ド
受
け
取
り
時
に

同
封
さ
れ
て
い
た
申
請
書
と
返

信
用
封
筒
を
使
用
し
、郵
送
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
を
お
持
ち
で
な
い
人

は
、本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て
、

本
庁
市
民
課
ま
た
は
各
市
民
セ

ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
０
）

局
、佐
志
郵
便
局
、岩
屋
郵
便
局
、

納
所
郵
便
局
、星
賀
郵
便
局
、馬

渡
島
郵
便
局

取
扱
時
間

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

祝
日・
12
月
29
日
～
１
月
３
日

を
除
く

問
市
民
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
０
）

都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

体
育
館
の
屋
根
を
改
修
工
事

　
工
事
期
間
中
、体
育
館
の
使
用

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間（
予
定
）

　
12
月
１
日
（
金
）
か
ら
平
成
30

年
３
月
中
旬
ま
で

※�

終
了
時
期
が
分
か
り
次
第
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
チ
ャ
ン
ネ

ル
か
ら
つ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問�

唐
津
市
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

（
☎
７
３
︱
６
５
１
５
）

水
道
管
清
掃
の
お
知
ら
せ

　
皆
さ
ん
に「
安
全
で
お
い
し
い

水
」
を
お
届
け
す
る
た
め
、水
道

管
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

対
象
地
区
お
よ
び
日
程

　
10
月　
肥
前
地
区（
下
表
参
照
）

作
業
時
間

　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で（
１
か
所
あ
た
り
の
作

業
時
間
は
20
分
程
度
）

注
意
と
お
願
い

◆�

に
ご
り
水
が
出
た
時
は
、し
ば

ら
く
水
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

牛
乳
の
よ
う
な
白
い
水
は
、水

の
中
に
空
気
が
混
ざ
っ
た
も

の
で
体
に
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
ば
ら
く
放
置
す
る
と
澄
ん

で
き
ま
す
。

◆�

高
い
と
こ
ろ
で
は
、水
圧
の
低

下
に
よ
っ
て
水
の
出
が
悪
く

な
っ
た
り
、消
火
栓
か
ら
の
水

が
十
分
に
使
用
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。火
の
元
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
工
務
課

(

☎
５
３
︱
７
１
５
８)

唐
津
市
水
道
局
管
路
サ
ー
ビ
ス

(

☎
７
２
︱
９
１
４
８)

証明書の種類 手数料

戸籍 謄本・抄本 １通　　450円
記載事項証明書 １項目　350円

除　籍
改製原戸籍

謄本・抄本 １通　　750円
記載事項証明書 １項目　450円

戸籍の附票（除附票）の写し １通　　300円

住民票（除票） 住民票の写し １通　　300円記載事項証明書
印鑑登録証明書 １通　　300円

10月の清掃日程
２日 (月) 高串、田野、犬頭、晴木、入野

３日 (火) 星賀、納所、駄竹、京泊

４日 (水) 大浦、杉野浦、湯野浦

５日 (木) 菖津、大鶴、鶴牧、寺浦
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院
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数
と
接
種
方
法

　

接
種
回
数
は
１
人
１
回
ま
で

で
、市
が
指
定
し
た
県
内
の
病
院

な
ど
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

申
込
方
法

　

希
望
す
る
病
院
に
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

接
種
の
と
き
は
、健
康
保
険
証

や
障
が
い
者
手
帳
な
ど
生
年

月
日
が
分
か
る
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

問
保
健
医
療
課

（
☎
７
５
︱
５
１
６
１
）

平
成
30
年
度

唐
津
市
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集

募
集
人
数

◆
唐
津
幼
稚
園

　

�

３
歳
児
（
20
人
）、４
歳
児
（
50

人
）、５
歳
児（
44
人
）

※�

唐
津
幼
稚
園
で
は
、10
月
17

日(

火)

の
園
内
開
放
「
白
く
ま

ち
ゃ
ん
」
の
終
了
後
、幼
稚
園

説
明
会
を
し
ま
す
。

ら
油
を
流
さ
な
い

◆�

浄
化
槽
の
ブ
ロ
ア
ー
の
電
源

を
切
ら
な
い

◆�

保
守
点
検
や
清
掃
が
で
き
る
よ

う
に
マ
ン
ホ
ー
ル
や
ブ
ロ
ア
ー

の
近
く
に
物
を
置
か
な
い

◆�

浄
化
槽
を
個
人
で
お
持
ち
の
人

は
、水
質
を
保
つ
た
め
適
正
な

維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

◆�

保
守
点
検・
清
掃
を
定
期
的
に

行
い
、年
に
１
度
は
法
定
検
査

を
受
け
る
よ
う
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す

市
で
は
次
の
浄
化
槽
整
備
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す

①�

市
が
戸
別
に
浄
化
槽
を
設
置

し
維
持
管
理
を
行
う
事
業

②�

浄
化
槽
の
設
置
者
に
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
事
業

※�

お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
り
利

用
で
き
る
制
度
が
異
な
り
ま

す
。ま
た
、個
人
が
お
持
ち
の

浄
化
槽
を
市
に
寄
附
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
管
理
課

（
☎
７
２
︱
９
１
４
５
）

帯
保
証
人
（
保
護
者
以
外
）
が

１
人
必
要
で
す
。

問
学
校
支
援
課

（
☎
５
３
︱
７
１
３
８
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

総
務
教
育
課

高
齢
者
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

対
象
者

◆�

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
65

歳
以
上
の
人

◆�

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、心

臓
、腎
臓
、呼
吸
器
に
重
い
病

気（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程

度
）が
あ
る
人

接
種
期
間

　
10
月
１
日（
日
）か
ら

　
12
月
31
日（
日
）ま
で

※�

病
院
に
よ
っ
て
診
療
日
が
異

な
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

自
己
負
担
額　
１
，０
０
０
円

※�

生
活
保
護
世
帯
は
無
料
で
す
。

生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
病

唐
津
市
奨
学
生
を

　
　
　
　
募
集
し
ま
す

対
象
者・応
募
資
格

　

推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ
入
試
な
ど

で
平
成
30
年
度
に
大
学・
短
大・

専
修
学
校
専
門
課
程
に
入
学
す

る
人
で
、次
の
①
～
③
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

①�

本
人
か
保
護
者
の
住
民
登
録

が
市
内
に
あ
る
人

②
学
業
、人
物
と
も
優
秀
な
人

③�

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

（
日
本
学
生
支
援
機
構
の
基
準

を
参
考
）

貸
与
額

　

�

60
万
円
（
無
利
子・
入
学
決
定

時
１
回
限
り
）

定
員　
10
人
以
内

申
込
期
間

　
10
月
２
日（
月
）か
ら

　
10
月
31
日（
火
）ま
で

返
還
方
法　

　
卒
業
後
６
年
以
内
、月
額
１
万

円（
据
え
置
き
期
間
１
年
） 

※�

奨
学
金
の
受
け
取
り
に
は
、連

◆
厳
木
幼
稚
園

　

�

３
歳
児
（
19
人
）、４
歳
児
（
25

人
）、５
歳
児（
22
人
）

※�

厳
木
幼
稚
園
は
満
３
歳
児
も

随
時
受
け
入
れ
ま
す
。

申
込
方
法

　

各
幼
稚
園
に
準
備
し
て
い
る

願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、住

民
票
と
一
緒
に
幼
稚
園
に
直
接

お
持
ち
く
だ
さ
い
。郵
送
で
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。幼
稚
園
見
学
も

で
き
ま
す
。

願
書
受
付
期
間（
土
日
祝
日
除
く
）

　
11
月
１
日(

水)

か
ら

　
11
月
15
日(

水)

ま
で

問
唐
津
幼
稚
園

（
☎
７
２
︱
３
４
３
８
）

厳
木
幼
稚
園

（
☎
６
３
︱
２
１
４
９
）

10
月
１
日
は「
浄
化
槽
の
日
」

　
こ
の
機
会
に
、合
併
浄
化
槽
を

設
置
し
ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
ま

せ
ん
か
？

浄
化
槽
の
正
し
い
管
理
を

◆�

台
所
か
ら
野
菜
く
ず
や
天
ぷ
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い
時
間
で
も
必
ず
カ
ギ
を
か

け
る
。

◆�

自
転
車
に
は
カ
ギ
を
二
重
に

か
け
る
。

◆�

自
転
車
は
路
上
に
放
置
せ
ず
、

な
る
べ
く
防
犯
カ
メ
ラ
や
人

の
監
視
の
あ
る
駐
輪
場
を
使

う
。

※�

防
犯
登
録
は
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。必
ず
行
い

ま
し
ょ
う
。

※�

不
要
と
な
っ
た
自
転
車
を
駐

輪
場
へ
放
置
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。不
要
と
な
っ
た

自
転
車
は
、粗
大
ゴ
ミ
と
し
て

回
収
で
き
ま
す
。詳
し
く
は

唐
津
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
☎

６
４
︱
３
１
０
６
）
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
唐
津
警
察
署
生
活
安
全
課

（
☎
７
２
︱
２
１
０
１
）

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
７
２
︱
９
１
３
５
）

道
路
河
川
管
理
課

（
☎
７
２
︱
９
１
３
３
）

販
売
価
格　

　
420
万
円
台
か
ら

　
497
万
円
台
ま
で

受
付
期
間（
10
月
１
日（
日
）と
22

日（
日
）以
外
の
閉
庁
日
は
除
く
）

　
10
月
１
日（
日
）か
ら

　
10
月
31
日（
火
）ま
で

受
付
場
所

◆
ま
ち
づ
く
り
課

◆�

宅
地
分
譲
地
内
（
10
月
１
日

（
日
）と
22
日（
日
）の
み
）

※�

分
譲
の
決
定
は
受
付
期
間
終

了
後
に
行
い
ま
す
。な
お
、同
じ

区
画
に
複
数
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、抽
せ
ん
で
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
７
２
︱
９
１
３
６
）

唐
津
都
市
計
画
緑
地
の
変

更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

　

松
浦
河
畔
緑
地
の
区
域
を
変

更
す
る
都
市
計
画
に
つ
い
て
案

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま

で
に
都
市
計
画
の
変
更
案
に
つ

い
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

は
100
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
義
務
者

　
売
買
な
ど
の
取
り
引
き
で
、土

地
の
権
利
を
取
得
し
た
人（
買
い

主
な
ど
）

届
け
出
の
時
期

　
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内

届
け
出
先

　

取
り
引
き
し
た
土
地
が
あ
る

市
町
村
役
場

問
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
７
２
︱
９
１
３
６
）

テ
ィ
ー
タ
ウ
ン
き
た
は
た

宅
地
分
譲
受
け
付
け
中

　

唐
津
市
北
波
多
市
民
病
院
近

く
に
新
し
く
造
成
し
た
分
譲
地

「
テ
ィ
ー
タ
ウ
ン
き
た
は
た
」
の

分
譲
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

販
売
区
画　
22
区
画

分
譲
地
の
場
所　
北
波
多
田
中

坪
数　
約
65
坪
～
約
73
坪

10
月
は
土
地
月
間

大
規
模
な
土
地
取
引
に

は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
一
定
面
積
以
上
（
左
表
）
の
土

地
を
取
り
引
き
し
た
場
合
は
、契

約
締
結
後
２
週
間
以
内
に
、買
い

主
が
土
地
の
利
用
目
的
な
ど
を

届
け
出
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

期
限
内
に
届
け
出
を
し
な

か
っ
た
り
、偽
り
の
届
け
出
を
す

る
と
、６
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た

が
で
き
ま
す
。

追
加
す
る
区
域

　
東
町
、船
宮
町
、栄
町
の
一
部

削
除
す
る
区
域

　
千
代
田
町
の
一
部

縦
覧
期
間（
閉
庁
日
は
除
く
）

　
10
月
６
日（
金
）か
ら

　
10
月
20
日（
金
）ま
で

縦
覧
場
所・意
見
書
の
提
出
先

　
ま
ち
づ
く
り
課

問
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
７
２
︱
９
１
３
５
）

自
転
車
に
カ
ギ
を
か
け
る

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
自
転
車
盗
難
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

◆�

自
転
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、短

ま
ち
づ
く
り
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

取り引きした土地の所在 届け出が必要に
なる取引面積

都市計画区域内

・市街化区域
（※市内にはありません）
・上記以外の区域

2,000㎡以上

5,000㎡以上

都市計画区域外の区域 10,000㎡以上
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申
込
者
の
資
格

　

�

契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有

し
な
い
人
や
破
産
者
で
復
権

を
得
な
い
人
な
ど
地
方
自
治

法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
４

の
規
定
に
該
当
し
な
い
人
、唐

津
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

人
、暴
力
団
に
関
与
し
て
い
な

い
人
な
ど

申
込
期
間（
閉
庁
日
を
除
く
）

　
11
月
１
日（
水
）か
ら

　
11
月
20
日（
月
）ま
で

入
札
の
と
き・と
こ
ろ

　
11
月
30
日
（
木
）
午
前
10
時
か

ら
本
庁
第
４
会
議
室（
３
階
）

※�

入
札
保
証
金
と
し
て
、入
札
金

額
の
５
％
以
上
の
金
額
が
必

要
で
す
。

申
込
方
法

　

財
産
管
理
課
に
準
備
し
て
い

る
入
札
参
加
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。納
税
証
明
書
と
住
民
票
（
法

人
の
場
合
は
登
記
事
項
証
明
書
）

が
各
１
通
必
要
で
す
。

問
財
産
管
理
課

（
☎
７
２
︱
９
１
４
２
）

薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
が
多
く
処

方
さ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
「
ブ

ロ
プ
レ
ス
」
と
「
カ
ン
デ
サ
ル
タ

ン
」
で
は
名
前
は
違
い
ま
す
が
、

同
じ
血
圧
を
下
げ
る
薬
で
す
。

飲
み
合
わ
せ
や
副
作
用

　

薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
副
作
用

は
「
飲
み
薬
」
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
貼
り
薬・
目
薬
」「
市
販

薬
」「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」
な
ど
も

原
因
と
な
り
ま
す
。薬
の
記
録

は
、医
師
や
薬
剤
師
に
と
っ
て
重

要
な
情
報
で
す
。

災
害
時
や
緊
急
時
の
た
め
に

　

救
命
士
や
消
防
士
に
服
用
中

の
薬
や
病
歴
が
す
ぐ
に
分
か
る

よ
う
準
備
し
て
お
く
と
適
切
な

対
応
が
で
き
ま
す
。「
お
薬
手
帳
」

は
、自
宅
の
分
か
り
や
す
い
場
所

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

問（
一
社
）佐
賀
県
薬
剤
師
会

（
☎
０
９
５
２
︱

２
３
︱

８
９
３
１
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
は

問�

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合

（
☎
０
９
５
２
︱

６
４
︱

８
４
７
６
）

料
の
納
付
免
除・
減
額
を
受
け

て
い
な
い
人
）

◆
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

※�

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
７
２
︱
９
１
６
５
）

薬
を
適
正
に

使
用
し
ま
し
ょ
う

一
人
に
一
冊「
お
薬
手
帳
」

　
薬
局
で
、無
料
で
お
渡
し
し
て

い
る「
お
薬
手
帳
」。現
在
服
用
中

の
全
て
の
薬
を
一
冊
の
手
帳
に

記
録
し
て
お
く
こ
と
で
、薬
の
重

複
、飲
み
合
わ
せ
や
副
作
用
が
な

い
か
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師・
か
か

り
つ
け
薬
局
」
を
も
ち
、手
帳
の

整
理
な
ど
も
薬
剤
師
に
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
窓
口
で
は
、保
険

証
、診
察
券
と
一
緒
に
「
お
薬
手

帳
」も
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

違
う
名
前
で
も
同
様
の
効
果

　

最
近
で
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

老
後
の
備
え
に
農
業
者
年

金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金
の
特
長

◆�

納
め
た
保
険
料
が
将
来
受
給

す
る
年
金
の
原
資
に
な
り
ま

す
。加
入
者
や
受
給
者
の
増
減

に
影
響
さ
れ
に
く
い
安
定
し

た
制
度
で
す
。

◆�

保
険
料
の
金
額
を
自
分
で
決

め
て
、途
中
で
変
更
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す（
月
額
２
万
円
か

ら
６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で

千
円
単
位
）。支
払
っ
た
保
険

料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
で
す
。

◆�

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

早
期
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

も
、80
歳
ま
で
の
受
給
相
当
額

が
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆�

農
業
の
担
い
手
に
は
、保
険
料

の
補
助
が
あ
り
ま
す
。（
政
策

支
援
制
度
）

加
入
資
格

◆�

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者（
保
険

市
有
地
を
入
札
で

売
り
払
い
ま
す

売
り
払
い
物
件（
市
有
地
４
件
）

①�

唐
津
市
佐
志
字
鴻
ノ
巣
３
８
４

番
２

　
雑
種
地
３
，３
８
４
㎡

　
３
７
，５
６
２
，０
０
０
円

②�

唐
津
市
呼
子
町
呼
子
字
高
尾

３
６
４
６
番
25

　
宅
地
７
９
．54
㎡

　
７
２
３
，０
０
０
円

③�

唐
津
市
呼
子
町
呼
子
字
高
尾

３
６
４
６
番
26
外
１
筆

　
宅
地
外
２
７
０
．11
㎡

　
３
，７
５
４
，０
０
０
円

④�

唐
津
市
呼
子
町
呼
子
字
高
尾

３
６
４
６
番
27
外
１
筆

　
宅
地
外
２
７
９
．20
㎡

　
３
，７
１
３
，０
０
０
円

※
金
額
は
最
低
売
却
価
格
で
す
。

※�

位
置
図
な
ど
詳
し
く
は
、財

産
管
理
課
窓
口
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

売
り
払
い
方
法

　
�

一
般
競
争
入
札（
最
低
売
却
価

格
以
上
の
価
格
で
入
札
し
、１

番
高
い
価
格
で
入
札
し
た
人

に
売
却
）
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ブックスタート講演会
「パパのための絵本読み聞かせ講座」
近代図書館　☎72-3467
内　容　絵本の読み聞かせ講座や絵本ライブなど
講　師　 川添祐樹さん(NPO法人ファザーリング・

ジャパン九州)
と　き　11月19日(日)　13：30～15：30
ところ　近代図書館４階会議室
入場料　無料
※託児有(要予約)
※詳しくはお問い合わせください。

第77回  国際写真サロン唐津会場
近代図書館　☎72-3467
内　容　審査委員特別賞作品６点、入選作品124点
と　き　10月28日(土)～11月12日(日)
　　　　10：00～18：00　※最終日は16：30まで
　　　　※月曜日、11月１日(水)、３日(金・祝)は休館
ところ　近代図書館美術ホール
入場料　無料
◆関連イベント　作品解説
講 　師　池田勉さん(写真家・
全日本写真連盟本部理事)、
泉弥敏さん(全日本写真連盟
佐賀県本部・伊万里支部長)
と　き　10月29日(日)　13：00～２時間程度
ところ　近代図書館美術ホール　入場料　無料

第67回  県展唐津会場
近代図書館　☎72-3467
内 　容　県展入賞者と唐津・東松浦地区入選者の
作品約100点
と　き　10月14日(土)～22日(日)
　　　　10：00～18：00　※最終日は16：30まで
　　　　※10月16日(月)は休館
ところ　近代図書館美術ホール
入場料　一般200円、大学生100円、高校生以下無料
※ 唐津会場出展者と市内に住む75歳以上の人(市
のシルバーカードや健康保険証が必要)、障がい
者手帳を持っている人(障がい者手帳が必要)と
同行者１人は無料、20人以上の団体は２割引き
※佐賀会場の優待券・招待券は使えません。

くらしの中の文化事業「書道入門教室」
埋門ノ館　☎75-1810
　書家の増本暁舟さんを講師に、筆ペンを使って
文字の基本を学びます。
と　き　11月11日(土)、18日(土)の２日間
　　　　どちらも10：00～12：00
ところ　埋門ノ館　　対　象　小学生以上
定　員　20人程度　　参加料　500円 (2日間の合計)

近代図書館開館25周年記念イベント
近代図書館　☎72-3467
◆子ども一日司書体験
内 　容　窓口体験、自分が生まれた日の新聞でス
クラップをつくろう！など

と　き　11月12日(日)　13：30～16：00
ところ　近代図書館３階会議室など
対　象　小学３年生～６年生
定　員　２人程度　※応募多数の場合は抽せん
申 込方法　往復はがきの往信用裏面に住所、氏名、
年齢(学年)、電話番号、返信用表面に郵便番号・住
所、氏名を記入し、唐津市近代図書館「子ども一
日司書体験」係に申し込んでください。

受付期間　10月１日(日)～20日(金)　※消印有効
◆文芸講演会

　
と　き　11月12日(日)　14：00～16：00
ところ　近代図書館４階会議室　入場料　無料
◆シャンデリアコンサート～二胡とピアノの夕べ～
出演者　西村美和さん(二胡)、宮野望愛さん(ピアノ)
と　き　11月18日(土)　18：30～20：00
ところ　近代図書館エントランスホール
定　員　120人　※応募多数の場合は抽せん
入場料　無料
申 込方法　往復はがきの往信用裏面に住所、氏名、
電話番号、返信用表面に郵便番号・住所、氏名を
記入し、唐津市近代図書館「シャンデリアコン
サート」係に申し込んでください。家族など一緒
に入場する場合は、連名で申し込めます。

受付期間　10月１日(日)～20日(金)　※消印有効

末盧館稲作発祥祭(収穫祭)
末盧館　☎73-3673
内 　容　貫頭衣を着て石包丁・貝包丁を使った赤
米収穫体験、伝統芸能奉納など

と　き　10月14日(土)　10：30～
ところ　末盧館
※当日は無料開放します。

平成29年度 秋季企画展「名品との出会い
Part.7」装飾の美～ヨーロッパのガラス工芸～
河村美術館　☎73-2868
と　き　９月９日(土)～11月５日(日)
　　　　10：00～17：00　※入館は16：30まで
　　　　※期間中の土日・祝日のみ開館

ところ　河村美術館(北城内)
入場料　大人500円、大学・高校生
　400円、中学生以下無料
※20人以上の団体は100円引き

▲ 審査員特別賞「支えあっ
て」田村真由美

12市報からつ　平成29年10月号

ト
ン
ベ
イ



唐津くんち
唐津駅総合観光案内所　☎72-4963
と　き　11月２日(木)
　　　　19：30～宵ヤマ
　　　　３日(金・祝)
　　　　9：30～御

お

旅
た び

所
し ょ

神幸
　　　　４日(土)
　　　　10：00～町廻

ま わ

り
　　　　（翌日祭）
臨�時案内所　肥後掘横(市役

所東側)、東城内駐車場、お
旅所(旧大成小学校)

臨時無料駐車場　浄水センター、
　松浦河畔公園
※�開設日時など詳しくは市ホームページをご覧く

ださい。
シャトルバス運行ルート
　 松浦河畔公園～唐津駅南口（２日〜４日）

開催期間中は交通規制などで混雑が予想され
ます。公共交通機関をご利用ください。

相知くんち
(一社)唐津観光協会相知観光案内所　☎51-8312
と　き　10月20日(金)
　　　　19:00～21:00
　　　　宵山(山

や ま

笠
が さ

巡行)
　　　　21日(土)
　　　　10:40～13:30
　　　　羽

は

熊
ぐ ま

・稚
ち

児
ご

行列など
　　　　16:30～19:00
　　　　山笠巡行
　　　　22日(日)
　　　　11:00～13:50
　　　　子ども羽熊・山笠巡行　18:00～20:30山笠巡行
ところ　相知市民センター前の通り約２㎞
※一部の時間帯で交通規制を行っています。

唐津お魚まつり
唐津玄海地区水産物消費拡大協議会(水産課内)
☎72-9130

内　容
● 魚介類・水産加工品などの直売会
● 唐津Qサバ特別販売会
● 千本つり（１回300円・定員有）
● ジャンケン勝者による魚の袋詰め放題（１回200

円・定員有）
● アジすりみ鍋のふるまい(先着200人)
● お魚教室など
と　き　10月22日(日)　9：00～14：00
ところ　唐津港沿岸物市場周辺(海岸通)

鏡くんち
鏡山

やま

笠
かさ

保存会　☎090-4715-8324
と　き　10月21日(土)
　　　　13：00～16：00
　　　　18：20～20：30宵山
　　　　10月22日(日)
　　　　12：30～17：00
※どなたでも参加できます。
ところ　鏡神社周辺
ハッピの貸出　L・LLサイズ
　500円  Sサイズ300円
※当日は交通規制を行います。

各地区で市民体育祭を開催します
スポーツ振興課　☎72-9237または各市民センター
地　区 と　き ところ
肥　前 10月８日(日) 8：30～ 肥前総合運動場

多目的運動広場
唐　津 10月８日(日) 9：00～ 唐津市野球場

北波多 10月８日(日) 9：00～ 北波多中学校
グラウンド

鎮　西 10月８日(日) 9：00～ 鎮西スポーツセン
ター総合運動場

呼　子 10月８日(日) 9：00～ 呼子スポーツセン
ターグラウンド

七　山 10月８日(日) 9：00～ 七山鳴神の丘運動
公園グラウンド

厳　木 10月22日(日) 9：00～ 厳木スポーツ広場

第55回 唐津市相知ロードレース大会
相知市民センター産業課　☎53-7125
区�　分　10km：高校生・一般男女、５km：一般女

子(高校生以上)・45歳以上男子、３km：中学生男
子、２km:中学生女子・小学４年生以上の男女、
ジョギング：小学１～３年生の男女

と　き　12月３日(日)　開会式9：20～
ところ　相知市民センター前
参�加料　一般2,000円、高校生1,000円、中学生500

円、２km小学生500円、ジョギング無料
申�込方法　10月16日(月)までに相知市民センター

産業課に申し込んでください。

清流玉島川鮎
あ ゆ

まつり
玉島川鮎まつり実行委員会　☎56-8520
と　き　10月８日(日)　10：30～17：00
ところ　玉島川河川敷(浜玉町五反田・玉島神社前)
※JR浜崎駅～会場間のシャトルバスがあります。
食材券(あゆ１匹・やまめ１匹・飲みもの)
　前売り1,000円　当日1,300円
※�雨天中止の場合は、16時まで会場で食材と飲み

ものに引き換えます。清掃協力金(中学生以上１
人100円)のご協力をお願いします。

前売券販売所　唐津観光協会各案内所など
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平成29年度 文化講演会
唐津市民会館　☎72-8278
　魚類学者でタレントのさかなクンが講演会を行います。
演　題　さかなクンのギョギョッとびっくりお魚講座
と　き　11月11日(土)　14：00～
ところ　唐津市民会館
入場料　高校生以上1,000円、中学生以下500円
※当日券は200円増
入�場券販売所　唐津市民会館、相知交流文化セン

ター、唐津市役所売店、ふるさと会館アルピノ、ま
いづる本店ショッピングプラザ、まいづる999

※小学１〜３年生は保護者同伴でお願いします。
※手話通訳があります。

第31回 唐津市すこやか健康ふれあい福祉まつり
唐津市すこやか健康ふれあい福祉まつり実行委員会
(唐津市社会福祉協議会内)　☎70-2334
内�　容　バザー、作品展、健康相談など各種無料相

談、ふれあいの湯無料開放、講演会など
と　き　10月15日(日)　10:00～15:00
ところ　高齢者ふれあい会館りふれ
※唐津総合庁舎駐車場から会場まで
　シャトルバスを運行します。
※詳しくはお問い合わせください。

健康アクション佐賀21
歩いて学ぶ糖尿病ウォークラリーin唐津
糖尿病ウォークラリー事務局　☎0952-34-2546
と　　き　10月22日(日)　9：30～15：00
集合場所　ふるさと会館アルピノ　※雨天屋内決行
対　　象　ウォーキングに関心がある人
参 加 料　無料　※昼食は持ってきてください
申�込方法　10月10日(火)までに電話またはファク

ス(0952-34-2546)で申し込んでください。

10月の唐津市民文化祭イベント
文化振興課　☎53-7129

◆義
ぎ

太
だ

夫
ゆ う

の会
と　き　10月15日(日)　12：30～16：00
ところ　相知交流文化センター　入場料　500円
◆つまみ絵展
と　き　10月20日(金)～22日(日)
　　　　10：00～17：00　※最終日は16：00まで
ところ　近代図書館４階会議室　入場料　無料

朗読劇  平和への夢
唐津朗読の会・生き生きひばり会　☎72-8711
と　き　10月22日(日)　13：00～15：30
ところ　高齢者ふれあい会館りふれ
入場料　無料

旧高取邸開館10周年記念事業
唐津市旧高取邸 座敷能
文化振興課　☎53-7129
演　目
● １部(昼の部)：舞

ま い

囃
ば や

子
し

「高
た か

砂
さ ご

」多
た

久
く

島
し ま

利
と し

之
ゆ き

、狂言
「舟

ふ ね

ふな」野
の

村
む ら

万
ま ん

禄
ろ く

、能「砧
きぬた

」大
お お

槻
つ き

文
ぶ ん

藏
ぞ う

● ２部(夜の部)：仕
し

舞
ま い

「笠
か さ

之
の

段
だ ん

」多久島利之「山
や ま

姥
ん ば

クセ」
大槻文藏、狂言「清

し

水
み ず

」野村万禄、蝋
ろ う

燭
そ く

能「葵
あおいのうえ

上梓
あずさの

之出
で」

多
た

久
く

島
し ま

法
の り

子
こ

と　き　11月27日(月)　１部13：30開演
　　　　　　　　　　　２部18：30開演
ところ　旧高取邸　定　員　各部70人程度
入場料　10,000円　※全席指定
申�込方法　62円はがきに住所、氏名、電話番号、席数

( １人あたり２席まで)、希望する部(昼か夜どちら
か)、希望する席(座布団席か椅子席どちらか)を書い
て、文化振興課（〒847-8511 唐津市西城内1-1）に
郵送してください。抽せんのうえ、当選された人に通
知を送付します。申し込みは１人１枚

　までで抽せん後の変更はできません。
申込期限　10月13日(金)　※消印有効
※�この事業は「宝くじ社会貢献広報

事業」の助成金で行います。

平成29年度 唐津市教育文化祭
学校教育課　☎72-9158
◆児童・生徒理科研究発表会
と　き　10月20日(金)　14：00～
ところ　唐津市文化体育館会議室
◆中学校英語暗唱大会
と　き　10月31日(火)　9：15～
ところ　唐津市文化体育館ホール・会議室・柔剣道場
◆児童・生徒作品展
と　き　11月10日(金)～14日(火)
　　　　9：00～18：00
ところ　唐津市民会館４階
◆児童・生徒音楽会
と　き　11月14日(火)　12：30～、14：30～
ところ　唐津市民会館大ホール

第124回からつ塾「忘れるあなたと、忘れな
いわたし～認知症医療の現場から考える～」
唐津ビジネスカレッジ　☎77-1771
内�　容　認知症により失われるもの・残されるも

の・新しく得られるもの、予防法などについて
講�　師　田

た

中
な か

清
き よ

貴
た か

さん(医療法人親仁会みさき病院
院長)

と　き　10月28日(土)　15：00～17：00
と�ころ　唐津ビジネスカレッジ(JR東唐津駅北側

徒歩１分)
参加料　1,000円(学生500円)
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市長と話をしよう（裏表紙の唐津市長と話
はなしば

場集
しゅうかい

会の記事をご覧ください）トライ・ザ・しゅわ

③�右手と左手を胸の前で向かい合
わせ、キャッチボールするよう
に交互に「ぱっぱ」と複数回開く

話

④�両手で握り拳をつく
り、前に出す

しよう

①�右手の親指と人差し
指、中指を立て手の
甲を見せる

◆糖尿病教室(11月分)
と　き　11月１日(水)、８日(水)、15日(水)、22日(水)
　　　　15：00～16：00
　　　　※８日(食事療法)は11：00～13：00
　希望者は実食もできます（１食300円）
ところ　唐津赤十字病院
受講料　無料
□問 唐津赤十字病院 ☎72-5111

◆ほほえみの会(がん患者・家族会)（予約不要）
内　容　ほほえみガーデンお花手入れ
と　き　11月11日(土)　13：30～15：30
ところ　唐津赤十字病院
参加料　100円(お茶代)
□問 唐津赤十字病院

がん相談支援センター
☎74-9135

参加しませんか

歯科 休日当番医
診療時間  午前９時～正午

10月

1日 (日) たなべ歯科医院 ☎73-7183 坊主町
8日 (日) 古市ひとひろ歯科 ☎78-0492 山本
9日 (月・祝) 古賀歯科医院 ☎72-3506 山下町

15日 (日) 松浦歯科医院 ☎82-5211 鎮西町岩野
22日 (日) 田村弘典歯科医院 ☎72-6400 海岸通
29日 (日) 古舘歯科医院 ☎74-5777 神田

11月 3日 (金・祝) 落合歯科医院 ☎56-6305 浜玉町大江
5日 (日) まつうら歯科クリニック ☎72-6200 町田

当番医は予告なく変更される場合があります。
受診前に確認してください。受診時は健康保険証をお持ちください。
問 保健医療課（☎72-9270）

休日などの救急医療体制

※小児科は４月から唐津赤十字病院内（和多田）に変わりました。
自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは
唐津市消防本部 救急医療情報案内（☎７３ｰ００４３）まで

献血車がやってきます

10月27日(金)
JAからつ本所(浜玉町浜崎)

9：30～13：00

10月

問 佐賀県赤十字血液センター
（☎0952-32-1011）

初期の救急医療はまずはかかりつけ医で受診しましょう
かかりつけ医が不在のときは…

休日（日曜・祝日・振替休日）
午前９時～午後９時

内科・外科
唐津救急医療センター
(千代田町 ☎75-5199)

平日 午後８時～翌午前６時
土曜日 午後６時～翌午前６時
日曜・祝日・振替休日 午前９時～翌午前６時

小児科
地域連携小児救急センター
(唐津赤十字病院内 ☎75-2110)

②�右手の親指を立て、
下から上に動かす

市 長
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近代図書館
新興町　☎72-3467

　近代図書館4階子どもコー
ナーでは「まつぼっくり」などが
読み聞かせをします。
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　10/14･21・28� 14：00～14：30
◆小学生向け読み聞かせ
　10/14� 14：30～15：00
ブックスタートなど
◆0歳児向けブックスタート
　10/18･25�受付10：30～12：00
◆0歳児向けぴよぴよおはなし会
　10/18･25� 11：00～11：20

相知図書館
相知町相知　☎62-4194

　相知お話会｢虹のぽけっと｣な
どが読み聞かせをします。
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　10/28� 14：00～14：30
　相知図書館児童室

唐津幼稚園
西城内　☎72-3438

◆唐津幼稚園で遊ぼう会
　「白くまちゃん」
　「よういどん！」しよう など
　10/3･17� 10：00～

認定こども園ひぜんこども園
肥前町入野　☎51-6662

◆移動動物園 など
　毎週月曜～金曜日(10/9除く)、
　10/14� 10：00～15：00

殿の浦愛児園
呼子町殿ノ浦　☎82-2932

◆お散歩に行こう など
　毎週火･水･木曜日
� 10：00～15：00

呼子保育園
呼子町呼子　☎82-3926

◆マットでごろごろ(マット遊び) など
　毎週火･水･金曜日
� 9：30～15：30

認定こども園昭和幼稚園・なかよ
し保育園　北城内　☎72-4380

◆�みんなでチャレンジ～運動会
にむけて～ など
　�毎週水・木曜日（10/11除く）
10/24・30� 10：00～15：00

町田保育園子育て支援センター
町田3丁目　☎0120-192-168

◆十五夜お月さまってな～に？ など
　�毎週月曜～土曜日(10/5･9･17・
　28除く)� 9：00～14：00

双葉保育園
浜玉町浜崎　☎56-8385

◆野菜スタンプあそび など
　10/3･10･17・24� 10：00～11：30

なごや保育園
鎮西町名護屋　☎82-1129

◆好きな玩具で遊ぼう など
　(場所：大久保コミュニティセンター)
　毎週火･水･金曜日�10：00～15：00

山本保育園
山本　☎78-0156

◆絵本を楽しもう など
　(場所：山本西隣保館)
　�毎週月･水･金曜日、10/10
　（10/9除く）� 10：00～15：00

認定こども園呼子中央こども園
呼子町呼子　☎82-3333

◆運動会 ～ご参加ください～ など
　�毎週月･水･金曜日(10/2・9・
18・20除く)、10/1・10・17・19
� 10：30～15：00

認定こども園リョーユー幼稚園
和多田　☎74-7500

◆誕生会 など
　10/5･10･12･16･19･24・26
� 10：30～11：30

唐津市子育て支援情報センター
東城内　☎72-2288

◆�「おいしい」が言えるまで～味覚育
ての離乳食～離乳食（後期） など
　10/5� 10：00～12：00

平原保育園
浜玉町平原　☎56-6529

◆保育園児と一緒に遊ぼう など
　毎週水曜日(10/4除く)
� 10：00～11：00

認定こども園相知エルアンこど
も園　相知町中山　☎51-8029

◆にこにこ給食 など
　10/11･13･18･23･25・30
� 9：00～14：00

北波多第二保育園
北波多田中　☎64-2710

◆親子ふれあい人形劇場 など
　10/7･10･21・24� 10：00～11：00

認定こども園すみれ幼稚園・
虹の森保育園　鏡　☎74-0660

◆音脳リトミック(1～2歳児対象) など
　�10/12･13･17･18･20･24・
25・27� 10：00～11：30

認定こども園唐津ルーテル
こども園　坊主町　☎72-2518

◆�こひつじ(0歳児)フラワーアレ
ンジメント など

　10/3･17・27・30� 9：00～14：00

認定こども園唐津カトリッ
ク幼稚園　山下町　☎72-2755

◆親子触れ合いデー など
　10/12･17･24･26･30
� 10：30～11：15

各施設では、下記行事以外にも週３日から６日「子育て親子の交流の
場」を提供しています。専任スタッフが常駐し、子育て相談も受け付
けています。日時など詳しくは、各施設にお問い合わせください。
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人権相談
人権・同和対策課　☎72-9125
または各市民センター市民福祉課
10月
４日
(水)

13：00～16：00
本庁２階審査会室

５日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

６日
(金)

13：00～16：00
打上公民館(鎮西)

10日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)
呼子公民館

15日
(日)

10：00～15：00
高齢者ふれあい会館りふれ

17日
(火)

9：00～12：00
厳木市民センター１階会議室
相知市民センター別館第２会議室
肥前市民センター101号会議室

11月
８日
(水)

13：00～16：00
本庁２階審査会室

創業・経営相談(要予約)
商工ブランド課　☎72-9141
と　き　毎週金曜日、10月８日(日)
　　　　14：00～18：00
　　　　10/20は21：00まで
ところ　市民交流プラザ(大手口
　�センタービル「O

オ ー テ

tte」３階)小
会議室

児童総合相談
子育て支援課　相談室　☎53-7181
　児童の虐待、不登校、ひきこも
りなど、子育ての悩みについて
相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
※�随時相談可能。電話予約も受
け付けます。

こころの相談(要予約)
唐津市保健センター　☎75-5161
　仕事、育児、家庭、健康などの
相談に、臨床心理士が応じます。
と　き
　10月５日(木)� 14：00～16：00
　10月20日(金)� 9：30～12：00
と�ころ　唐津市保健センター
（千代田町）

無料法律相談(要予約)
市民相談室　☎72-9122
または各市民センター市民福祉課
10月
４日
(水)

10：00～12：00
北波多公民館

６日
(金)

10：00～12：00
浜玉市民センター１階相談室

12日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

17日
(火)

10：00～12：00
相知市民センター１階相談室

19日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

20日
(金)

10：00～12：00
鎮西市民センター第２会議室

26日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

11月
７日
(火)

10：00～12：00
肥前市民センター101号会議室

【予約受付開始日】
本　庁　相談希望日の前週の金曜日から
各市民センター　相談希望日の１週間前から
土地建物の無料相談会
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎73-4486
　借地･借家などの契約や苦情
についてご相談ください。
と　き　10月19日(木)　
　　　　13：30～16：00
ところ　市民交流プラザ(大手口
　�センタービル「O

オ ー テ

tte」３階)小
会議室２

消費生活相談
消費生活センター　☎73-0999
と　き　閉庁日を除く毎日 
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階市民相談室
女性・母子・父子総合相談
子育て支援課 相談室　☎53-7180
　女性や母子･父子家庭の生活上
の悩みについて相談に応じます。
と　き　閉庁日を除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
※�随時相談可能。電話予約も受
け付けます。

行政相談
総務課　☎72-9113
10月
４日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

５日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

10日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)
呼子公民館
13：00～16：00
鎮西市民センター２階会議室

17日
(火)

9：00～12：00
厳木市民センター１階会議室
相知市民センター別館第３会議室

18日
(水)

10：00～15：00
本庁２階第１会議室

11月
１日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

からだとこころの無料相談
唐津保健福祉事務所　☎73-4185
場所/大名小路
●エイズ相談
　毎週火曜日� 9：00～11：00
　�10/17� 9:00～11：00、17：00～19：00
●骨髄提供希望者登録受付（要予約）
　毎週木曜日� 9：00～11：00
●肝炎ウィルス検査（要予約）
　10/17(火)� 15：00～19：00
●精神保健福祉相談（要予約）
　毎週水曜日� 13：30～16：00
●難病相談
　平日随時実施� 8：30～17：15
●難病医療相談（要予約）
　�炎症性腸疾患の交流会・個別
相談10/7(土)�14：00～16：30

　膠
こ う

原
げ ん

病
びょう

に関する個別相談
　10/20(金)� 14：00～16：30
●療育発達相談（要予約）
　10/4(水)� 14：00～14：30
●不妊相談(要予約)
　平日随時実施� 8：30～17：15

唐津地区保護司会の相談受付
唐津地区更生保護サポートセン
ター　☎74-3626
　身近にある犯罪や非行で困っ
ている人からの相談を受け付け
ています。
受付時間　平日9：00～16：00
日曜相談会
　10月１日、11月５日� 9:00～16:00
と�ころ　唐津地区更生保護サ
ポートセンター（栄町）
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家族介護者交流事業(介護者
のつどい)参加者募集
唐津市社会福祉協議会
介護サービス課　☎70-2335

と　き　①11月24日(金)
　　　　②12月15日(金)
　　　　どちらも14：00～16：00
ところ　高齢者ふれあい会館りふれ
対�　象　市内に住んでいて自宅

で家族を介護している人
定　員　①と②それぞれ30人
参加料　無料
※�事前に電話で申し込んでくだ

さい。

シニアのためのタブレット講座
NPO法人シニアネット佐賀
☎080-2736-2218
内�　容　タブレット基礎操作、日

本語入力、インターネットなど
と�　き　10月23日(月)、10月24日

(火)、11月20日(月)、11月21日(火)
　どれも10：00～12：00
と�ころ　唐津市都市コミュニ

ティセンター
対　象　県内に住む50歳以上の人
定　員　15人
※応募多数の場合は抽せん
受講料　1,000円（テキスト代含む）
申�込方法　往復はがきの往信用

裏面に郵便番号・住所、氏名、年
齢、電話番号、返信用表面に郵
便番号・住所、氏名を記入し、
NPO法人シニアネット佐賀
(〒840-0826佐賀市白山2-1-
12佐賀商工ビル７階佐賀市民
プラザ内メールボックス119)
に申し込んでください。

受�付期間　10月２日(月)～11月
15日(水)　※当日消印有効

勤労者向け無料法律相談会
(一社)佐賀県労働者福祉協議会
ライフサポートさが
☎0120-931-536

　弁護士による無料法律相談会
を開催します。
内　容　相続、労働、借金など
と　き　10月15日(日)
　　　　13：00～16：00
と�ころ　佐賀県労働会館３階(佐

賀市神野東４丁目)
※事前に申し込みが必要です。
※毎月第３日曜日に開催しています。

労働委員会～労使間のトラ
ブル、ご相談ください～
佐賀県労働委員会事務局
☎0952-25-7242

　解雇や賃金未払いなど、労使間
のトラブルについて、無料で相談
を受け付けています。
　10月23日(月)から29日(日)
は重点受付週間として、受付時
間を延長します。
受付時間　10月23日(月)～27日(金)
　　　　　8：30～20：00
　　　　　10月28日(土)～29日(日)
　　　　　9：00～17：00

平成29年度ギャンブル依存
症研修会
佐賀県精神保健福祉センター
☎0952-73-5060

　田
た

中
な か

紀
の り

子
こ

さん((一社)ギャンブ
ル依存症問題を考える会代表)の
講演を行います。
と　き　10月14日(土)
　　　　14：00～16：00
と�ころ　佐賀県教育会館(佐賀市

高木瀬町)
参加料　無料
※�10月６日（金）までに申し込ん

でください。

一日合同行政相談所開設
佐賀行政評価事務所
☎0952-22-2651
　総務省では行政への苦情、意
見、要望を受け付けています。お
気軽にご相談ください。
と　き　10月26日(木)
　　　　10：00～15：00
ところ　唐津市民会館４階大会議室
※�各行政機関などの専門担当者

が相談に応じます。
※�当日は弁護士会による相談も

行います。

無料調停相談会
唐津調停協会(唐津簡易裁判所)
☎72-2138
内�　容　金銭貸借、土地建物、交

通事故、夫婦親子関係、相続など
と　き　10月12日(木)
　　　　10：00～15：00
ところ　唐津市民会館３階会議室
相談担当者　弁護士と調停委員

行政書士無料相談会
佐賀県行政書士会唐津支部
☎75-0504
　日本行政書士会連合会と佐賀
県行政書士会では、10月を「行政
書士制度広報月間」と定めていま
す。佐賀県行政書士会唐津支部で
は、無料相談会を開催します。
内�　容　遺言・相続・各種契約、建

設業関係事務、会社設立・営業
許可申請、町内会、その他の法
人化、農地転用などの土地利用
申請など

と　き　10月19日(木)
　　　　13：30～16：00
と�ころ　唐津市役所本庁議会棟

１階第３委員会室

0120-747-570
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災害時の唐津市と佐賀県旅
客船協会との輸送等に関す
る協定締結
消防本部警防課　☎72-4148

　唐津市内の離島で、火災や救急
などが発生した際に、船舶による
円滑な輸送を確保・提供すること
を目的として、佐賀県旅客船協会
と協定を締結しました。
　今後は、離島での災害を想定し
た消防活動訓練を佐賀県旅客船
協会と実施するなど、相互の連携
をより強化し、災害活動に対応し
ていきます。

冬休み海外研修交流事業
参加者募集
(公財)国際青少年研修協会
☎03-6417-9721
内�　容　ホームステイ、英語研

修、文化交流、地域見学など
研�修国　オーストラリア、カナ

ダ、サイパン、フィリピン、カン
ボジア

と�　き　12月24日(日)～平成30年
１月４日(木)のうち６～10日間

対　象　小学３年生～高校３年生
参加料　23万5千円～46万3千円
申込期限　11月１日(水)
※�参加するコースによって内容

や対象が変わります。詳しくは
お問い合わせください。

唐津市合同企業就職相談会
＆面接会
商工ブランド課　☎72-9141
内�　容　参加事業所の求人内容

や業務内容についての相談、求
職者と参加事業所の面接

参�加事業所　市誘致企業など市
内企業17社

と　き　10月24日(火)
　　　　13：30～16：30
と�ころ　唐津市民会館４階大会

議室
対�　象　市内企業への就職に意

欲のある人（事前申込不要）
参加料　無料

12月期職業訓練受講生募集
ポリテクセンター佐賀
☎0952-26-9516

募集科目
● CAD/NCオペレーション科
　15人
● 板金・溶接施工科　15人
● 住環境ＣＡＤ科　24人
入所日　11月８日(水)
訓練期間　６か月
対�　象　新たに職業に就こうと

する求職者で受講意欲があり、
ハローワークから受講指示か
受講推薦を受けた人

受講料　無料(教科書代などは実費)
申込期限　10月31日(火)
申込先　最寄りのハローワーク

青年海外協力隊・シニア海外ボランティア募集
【JICA九州】市民参加協力課　☎093-671-6311

募集区分 応募資格

青年海外協力隊
平成30年４月１日時点で満20歳以上かつ
平成29年11月１日時点で満39歳以下の日
本国籍の人

シニア海外ボランティア 平成29年11月１日時点で満40歳以上満69
歳以下の日本国籍の人

募�集期限　11月１日(水)12：00
体験談＆説明会
● 10月１日(日)　11：00～16：00　佐賀商工ビル駐車場(佐賀市白山２丁目)
● 10月26日(木)　19：00～20：30
　佐賀県国際交流プラザ研修室(佐賀市白山２丁目佐賀商工ビル１階)
※詳しくはお問い合わせください。

自衛官などを募集
自衛隊佐賀地方協力本部唐津出張所　☎72-8697

募集種目 受験資格 受付期間
自衛官候補生
(男子)

18歳 以上27歳
未満の人 通年受付

高等工科学校
生徒(男子)

中学校を卒業(見
込み含む)した
17歳未満の人

11月１日(水)
～平成30年
１月９日(火)

※詳しくはお問い合わせください。

▲�佐賀県旅客船協会の中道会長(左)
と峰市長

ＩＣＴ ×「変えていくチカラ」× 地域密着
ＩＣＴ（インフォメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー）

を活用し、地域活性化を目指します！

㈱ロイヤルソリューション　☎77-2111 唐津市鏡4512-1
事務員募集中※パソコンできる方※　090-2507-2111までご連絡ください
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中小企業経営セミナー  参加料無料▼

Kinto市民美術祭登録団体募集
近代図書館　☎72-3467

　平成30年度「Kinto市民美術
祭」（５月～７月開催予定）の登
録団体を募集します。
　申込資格や条件など詳しくは
お問い合わせいただくか、実施要
領をご覧ください。実施要領は近
代図書館３階事務室と近代図書
館ホームページにあります。
申込期限　10月31日(火)
※登録の際は審査があります。

ハロウィンジャンボ宝くじ
ハロウィンジャンボミニの購入
は唐津市内・佐賀県内で！
財政課　☎72-9160

　新市町村振興宝くじの収益金
は、販売実績などに応じて各都道
府県に配分されたあと、県内各市
町に交付され、環境対策や高齢化
対策事業などの財源として身近
な暮らしに役立てられています。
発�売期間　10月11日(水)～31日

(火)まで
※�これまで発売されてきた「オー

タムジャンボ宝くじ」は「ハロ
ウィンジャンボ宝くじ」に名称
が変わりました。

九州横断特急が運行します
観光課　☎72-9127

　１日限定で佐賀駅～唐津駅間
を往復します。ぜひ唐津駅や沿線
で列車をご覧ください。
と　き　10月１日(日)
　　　　唐津駅11：43着
　　　　唐津駅13：58発
※�唐津駅ホームに入るには入場

料(160円)が必要です。

障がい者作品展出展者募集
障がい者支援センター
☎72-9169　FAX 74-5628
　12月３日から９日の「障害者
週間」にあわせ、11月27日(月)か
ら12月２日(土)まで障がい者支
援センターで開催する障がい者
作品展の出展者を募集します。
募�集作品　展示できるように装

丁された絵画、写真、書、陶芸、
工芸作品など

対�　象　市内に住む障がい者手
帳を持つ人

申�込先　障がい者支援センター
に作品を持ってきてください。

申込期限　11月10日(金)
※土日・祝日は受け付けません。

厳木ダム管理30周年記念式典
国土交通省厳木ダム管理支所
☎63-2500
内　容　神事、広瀬浮立披露など
と　き　10月15日(日)
　　　　9：00～11：00
と�ころ　厳木ダム中央公園記念

碑前
※�雨天時は厳木コミュニティセ

ンターで行います。

健康×芸術のコラボレーション
毛
も う

利
り

臣
と み

男
お

の講演会
モーリのコラボレーション美学
実行委員会　☎58-8448

　唐津小唄にあわせて踊る唐津
マスク盆踊りなど、国内外で活躍
する表現者、毛利臣男さんの講演
会を開催します。
と　き　10月28日(土)
　　　　13：30～15：45
と�ころ　高齢者ふれあい会館り

ふれ
入場料　無料

Keep pine project
～虹の松原クリーン大作戦～
NPO法人唐津環境防災推進機構
K

か ん ね

ANNE　☎80-7060
内　容　枝拾い、松葉かき、草ぬき
と　き　10月22日(日)
　　　　9：00～10：30(小雨決行)
と�ころ　浜崎森林浴の森公園駐

車場付近
参加料　無料
持�ってくるもの　帽子、飲みも

の、タオルなど
※�作業しやすい服装(長袖・長ズ

ボン)で来てください。

ママとパパになりたい方の
セミナー
佐賀中部保健福祉事務所母子保
健福祉担当　☎0952-30-2183
　不妊治療専門の医師や臨床心
理士、体験者の話を聞いてみませ
んか。
と　き　10月21日(土)
　　　　14：00～16：00
と�ころ　アバンセ(佐賀市天神３

丁目)
対�　象　不妊に悩んでいる人や

その家族
定　員　80人　※先着順
参加料　無料
※事前に申し込みが必要です。

佐賀友の会家事家計講習会
佐賀友の会　☎090-8240-4049
内�　容　長年家計簿をつけてき

た人の実例発表、初めてライフ
プランをたてた人の実例発表、
手作りソースの紹介など

と　き　11月10日(金)
　　　　10：00～12：00
ところ　志道公民館
参加料　350円(資料代)
※託児有(200円、要予約)
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☆日曜日も証明などが受け取れます
時間　9：00〜12：00
取�扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録証明書の
交付/戸籍証明書の交付/戸籍届出受付/パスポー
トの交付/臨時運行許可証の交付

※�転入・転出などの届け出や印鑑登録・パスポート申請な
どはできません。

☆電話予約で時間外に受け取れます
予約受付	 月～金(祝・休日除く)	 8：30〜17：00
受取時間	 月～金(祝・休日除く)	 17：30〜20：00
	 土･祝・休日	 9：00〜12：00
受取場所	 予約をした本庁･各市民センターの当直室
受�け取れる証明書　住民票の写し（本人か同一世帯
の人）、印鑑登録証明書（本人）

＊�住民票にマイナンバーや住民票コードの記載を希望す
る人は、予約時にお申し出ください。

問 市民課(☎72-9120)

市民課時間外窓口

ボートレースからつ
佐賀支部選手名鑑5ページ

スマートフォン
サイト LINE@

　皆さんは、日本モーターボート選手会佐賀支部には
どんな選手が所属しているかご存じですか？佐賀支
部選手名鑑の５ページ目を開いてみましょう。
　市報からつ５月号で紹介した峰竜太選手を師匠に
もち、「濡

ぬ

れ男
だん

」でも知られる山
やま

田
だ

康
こう

二
じ

選手。唐津市呼
子町の出身なんですよ。
　６月にボートレース常滑で開催された「GⅡモー
ターボート大賞」では見事グレードレース初優勝をか

ざり、勝率上位者しか出場できない、10月24日から
29日までボートレース平和島で開催される「SGボー
トレースダービー」への出場を決
めました。
　ボートレースからつの次世代を
担う今絶好調の山田選手に会い
に、ボートレースからつにぜひ遊
びに来てください！

モーニングレース「朝ドキ!からつ」実施中

▲山田康二選手

● 毎週月曜日
● 特別休館　年１回の蔵書点検のため休館します。
　近代図書館　10月１日(日)～10日(火)
　相知図書館　10月６日(金)～10日(火)
　この期間は本の貸し出しや閲覧はできません。
　ホームページから本の検索と予約はできます。

近代図書館（☎72-3467）
相知図書館（☎62-4194）

図書館の休館日
◆市・県民税、固定資産税、国民健康保険税
　第５期納期限� 10月31日(火)
　口座振替日� 10月26日(木)
　夜間納税相談� 10月12日(木)
� 26日(木)
　※夜間納税相談は午後７時までです。
問 税務課(☎72-9188)
◆後期高齢者医療保険料
　第５期納期限� 10月31日(火)
　口座振替日� 10月26日(木)
問 保険年金課(☎72-9123)
◆介護保険料
　第５期納期限� 10月31日(火)
　口座振替日� 10月25日(水)
問 高齢者支援課(☎70-0101)

納付のお知らせ

と　　き　10月21日(土)	 受　付　8:30
スタート　9:15	 終　了　14:30
集合場所　道の駅桃山天下市	 距　離　9km
参 加 料　2,000円	 定　員　40人

九州オルレ唐津コース
10月のテーマ

「写真スポットめぐりウォーク」

問 名護屋城跡観光案内所（☎82-5774）
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事件が発生した際には藩主が直接指揮を執る必要が
あり、家老などの指揮は許されませんでした。長行
はまだ幼く、この任務を果たすことはできません。
もし2歳の幼君が藩主となったら、小笠原家は直ちに
再びどこかへ国替え（転

てん

封
ぽう

）されてしまいます。国
替えしたばかりの小笠原家にはさらなる国替え費用
を準備することは難しく、このため小笠原家の重臣
は、他藩から養嗣子を迎え藩主としました。長行は
幼くして藩主への道が断たれてしまいます。
　そのような長行に対し、唐津藩の儒学者村

むら

瀬
せ

文
ぶん

輔
ほ

と大
おお

野
の

肯
こう

堂
どう

は誠を尽くして教育にあたりました。天
保13年（1842）、長行は21歳の時に江戸に移り住み、
儒学者松

まつ

田
だ

迂
う

仙
せん

や朝
あさ

川
かわ

善
ぜん

庵
あん

たちに師事して学業に励
み、江

え

川
がわ

太
た

郎
ろう

左
ざ

衛
え

門
もん

に付いて砲術を研究するなど実
力を磨きました。� ≪続く≫

問 生涯学習文化財課
（☎72-9171）

　NHKの大河ドラマは、時代背景
が戦国時代や幕末の際には関心が
高いのか、視聴率も高いようです。
ですが、幕末に関しての皆さんの

関心は薩長側（討幕側）に向けられています。その
ためか幕府側である小笠原長行の華々しい活躍は、
日本の歴史上ほとんど知られていません。滅び行く
幕府の臣の運命とはこういうものなのでしょうか。
せめて唐津市民だけでもこの小笠原長行の生い立ち、
活躍について知ってほしいものです。
　小笠原長行は唐津藩主小

お

笠
がさ

原
わら

長
なが

昌
まさ

の長男として、
江戸時代も終わりに近い文政５年（1822）に唐津で
生まれます。２歳の時、父長昌が江戸藩邸で亡くな
りました。長行は長男であることから本来なら家督
を相続し、藩主となることができる立場でしたが、
唐津藩は他藩から養

よう

嗣
し

子
し

として藩主を迎えました。
これは唐津藩には当時貿易の窓口であった長崎で警
備を行うという重要な任務があったためです。何か

「幕末維新唐津群像伝」(2)
小

お

笠
が さ

原
わ ら

長
な が

行
み ち

（1）：雌
し

伏
ふ く

の時

唐津今昔物語65

唐ワンくんの

編 集 後 記
―市報からつ編集室から―

◆�唐津コスメティック構想の記事内で紹
介している商品をひとつ購入しまし
た。もったいなくて自分は使用できま
せんが、家族が使用しています。使う
と肌にしっとり感を感じるそうで、「す
ごくいい！」と喜んでいます。外見だ
けでなく、人の心まで豊かにするコス
メの力に感心しました。（達）
◆�先日、入野小学校の人形浄瑠璃の練習
にお邪魔しました。人形浄瑠璃を見る
のは初めてでしたが、一生懸命練習す
る児童の姿や人形のずっしりした重さ
など、実際に足を運んで体験・体感す
ることで以前より身近なものになりま
した。秋は浮立やくんち、文化祭など
を通じ、伝統芸能・文化と触れ合える
イベントが多い季節です。市報のイベ
ント・情報ひろばを参考に、出かけて
みませんか。（彩）

材料 （４人分）
ささみ ３本
酒 大さじ２
さつまいも 1/2本
油 適量
きゅうり １本
カットわかめ ２g
だし汁 50ml
☆酢 大さじ２
☆砂糖 小さじ４
☆塩 小さじ1/2

作り方
ささみはひたひたの水に酒を加え弱火で
中までしっかり火を通し、ゆで汁につけた
ままでさます。

1を食べやすい大きさにほぐしておく。

さつまいもはサイコロに切り素揚げする。

きゅうりをすりおろし、汁気を切り、☆の
調味料と混ぜ合わせる。
ささみとさつまいも、カットわかめ、4を
混ぜて器に盛り付ける。

1

2

3

４

５

１人分約95kcal　塩分0.9g

食卓を彩るヘルシーレシピ　㊿

みどり酢和え
　みどり酢とは合わせ酢におろ
したきゅうりを合わせたもので
す。きゅうりのさわやかな香り
とともに鮮やかな緑色はいろい
ろな素材を引き立てます。

おき歯科医院おき歯科医院 唐津市原1392-5　TEL 77－3603

院内はバリアフリーですので

車椅子の方やベビーカーを利

用されている方もそのまま来

店できます。

　  診療時間 月 火 水 木 金 土 日･祝

9:00～13:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休

14:30～19:30 ○ ○ 休 ○ ○ 17時まで 休
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特
集
番
組　
　
　
番
組
編
成
の
都
合
に
よ
り
放
送
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

９月25日
～10月１日

平成29年度 唐津市教育講演会
「みんながつくる　みんなの学校」
～�すべての子どもの学習権を保障する学校を

つくるために～
講師：木村 泰子さん（大阪市立大空小学校初代校長）
再放送 	 平成29年度 唐津市同和問題講演会

10月２日
～８日

第２回 クルーズセミナー in 唐津
基調講演「クルーズの魅力と楽しみ方」
講師：保木 久美子さん(クルーズコンシェルジュ)
講演１「唐津にフランス船がやってくる」
講師：東山 真明さん(マーキュリートラベル株式会社 代表)
講演２「にっぽん丸クルーズと日本各地のおもてなし」
講師：小林 雅さん(商船三井客船株式会社)
再放送 	 平成29年度 唐津市教育講演会

10月９日
～15日

耐恒寮の物語塾　特別講演会
「唐津小唄の時代とJR九州の広告史」

講師：藤川 竜児さん(JR九州)　唄：六本木 ヒロシさん(唐津出身  演歌歌手)
再放送 	 第２回 クルーズセミナー in 唐津

10月16日
～22日

平成29年度 唐津市男女共同参画推進 市民提案事業
「心と身体の健康セミナー」
講師：森𦚰 要さん(心理カウンセラー)
再放送 	 耐恒寮の物語塾　特別講演会

10月23日
～29日

唐津学教室
「唐津の文化財(建物について)②」
講師：大浦 洪二さん(一級建築士)
再放送 	 平成29年度 唐津市男女共同参画推進 

	 市民提案事業「心と身体の健康セミナー」

10月30日
～11月５日

公開講座「唐津城大解剖」
～石垣修理から見えてきた唐津城の真実～
基調講演「石垣変遷から見た唐津城の魅力」
講師：北垣 聰一郎さん(金沢城調査研究所名誉所長)
再放送 	 唐津学教室「唐津の文化財(建物について)②」

チャンネルからつ番組表（行政放送）
12チャンネルで放送中！ データ放送はリモコンdボタンを押してください
火災や大雨など災害のときはチャンネルからつでも情報をお届けしています

地上デジタル

問 市政広報課（☎72-9189）

◎�唐津市ニュースは、耳の不自由な人のため
に、文字テロップ付きで放送しています。

◎�土・日曜日、10月９日(月・祝)は、１週間
の唐津市ニュースをまとめて放送します。

◎�都合により、番組と時間を変更して放送す
る場合があります。

今
月
の
番
組
表

時間 放送内容
お知らせ文字放送

5:30 唐津市ニュース

6:30 各課からのお知らせ

7:30 唐津市ニュース

8:30 各課からのお知らせ

9:30 前週の特集番組 再放送
番組名・内容は左表をご覧ください

11:30 各課からのお知らせ

12:30 唐津市ニュース

13:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

15:30 各課からのお知らせ

16:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

18:30 各課からのお知らせ

19:30 唐津市ニュース

20:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

22:30 唐津市ニュース

23:30 各課からのお知らせ

0:30 唐津市ニュース

1:30 前週の特集番組 再放送
番組名・内容は左表をご覧ください
終了後はお知らせ文字放送

アイリス探偵社唐津事務所

佐賀県公安委員会届出済　第91160003号 相談無料（予約制）秘密厳守

唐津市鏡4590 鏡ビル（2Ｆ202）☎77-3366
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がんばっています⑥

　manmaの会は、肥前町で子育て支援の活動を
しています。平成27年７月に発足し、民生委員や
保育園の園長先生の経験者などが育児相談や絵本
の読み聞かせを行っています。
　代表の高

たか

崎
さき

明
あけ

美
み

さん（写真中央）は「親が子育
てで疲れすぎないよう心のケアを大切にしていま
す。少しでも楽になってもらいたい」と話されま
した。
　また、「いきいきサロン（地域の人が集う交流
会）」を毎月主催。取材した日、高串児童館で行
われた「いきいきサロン」には、９人のお年寄り
が参加し、お茶会をしながらカラオケを楽しみま
した。「この日が待ち遠しくて、開始時間よりも
かなり早く到着しました」と参加者の一人は笑顔
で話されました。

　「お年寄りも地域に顔をだしてもらいたいし、
お孫さんも連れてきてもらいたい。人と人をつな
ぎ、地域で子どもを育てる環境を目指して今後も
続けていきます」と高崎さん。
　11月26日（日）には、肥前文化会館ハーモニー
で鹿島にわか公演と子育て講演会を行います。事
前申込は不要です。参加をお待ちしています。

ｍanma（マンマ）の会（肥前）

人と人とがつながり、地域で子育てを

浜玉で唐津市長と話場集会（話ばしゅうかい！）開催します� 問 市政広報課　☎72-9189
　話場集会は、市長が主要施策や市政情報をお話しし、皆さんからの
生の声をお聞きする対話集会です。市内各地を巡回します。
とき　10月30日（月）　19:00～　　ところ　浜玉公民館
申し込みできる人　市内に在住、または勤務する人
　（浜玉地区以外の人も参加できます）
申込方法
　開催日の１週間前までに、市ホームページか電話、もしくは市政広
報課または各市民センター総務教育課の窓口に申し込んでください。
※集会の様子を撮影し、市ホームページなどで公表することがあります。 ▲８月30日に行われた話場集会の様子

こんにちは  唐津っこ♪  10月生まれです！
　市報からつ12月号に掲載する唐
津っこ（12月生まれの未就学児）
の写真を募集しています。（先着
３件）締め切りは、11月１日（水）
まで。
　お子さんの写真（9MB以内）と
①お子さんのお名前（ふりがな）
②年齢③生年月日④お子さんへの
メッセージ（30字以内）⑤保護者
の氏名、住所、電話番号を下記メー
ルアドレスに送信してください。

kouhou@city.karatsu.lg.jp
＊�原則、写真はお子さんが１人で

写り、頭全体が写ったもので、
応募から２か月以内に撮影した
加工前のもの

＊掲載できるのは、１人１回です。
問 市政広報課（☎72-9189）

田
た

畑
ば た

凛
り

空
く

ちゃん
（東唐津2丁目）

(H28.10.7生  1歳)
１歳おめでとう！たくさ
んの笑顔と幸せをありが
とう♪これからもすくす
く育ってね♪

中
な か

野
の

幌
こ う

大
だ い

ちゃん
（佐志浜町）

(H23.10.5生  6歳)
元気いっぱい！たくまし
く！なってくれ！

山
や ま

口
ぐ ち

大
た

空
く

ちゃん
（神田）

（H24.10.23生  5歳）
いつもニコニコ笑顔がみ
んなの癒やしです。5歳
おめでとう★

24市報からつ　平成29年10月号

市報からつVol.153　編集・発行　唐津市 企画部 市政広報課　〒847-8511 佐賀県唐津市西城内1番1号
☎ 0955-72-9189  FAX 0955-72-9180  Eメール kouhou@city.karatsu.lg.jp  ホームページ http://www.city.karatsu.lg.jp
※この冊子には、古紙を利用した紙と大豆インクを使用しています。


